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　人工呼吸器の管理やたんの吸引などの医療的ケアを必要とする方やご家族の
一元的な相談窓口として、8月、国立病院機構甲府病院内に「医療的ケア児支援セ
ンター」を開所しました。
　センターには医師や看護師、保育士の資格を持つ支援員が常駐。相談内容に応じ
て医療や福祉、教育など複数の分野にまたがる支援を関係機関と調整し、必要な医
療や障害福祉サービスにつなげます。また、医療的ケアに携わる人材の育成や情報
発信に取り組みます。
　医療的ケアを必要とする方が地域で安心して生活できるよう、相談体制の強化や
センターを中心としたあらゆる機関の連携を進めていきます。

NEWS 「医療的ケア児支援センター」を開設し支援を強化
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やまなし県政ニュース

医療的ケア児支援センターの看板を披露

　県と峡南地域の5町が連携して、共通課題の解決などに向けて話し合う「峡南地
域ネクスト共創会議」を、8月に身延町で開催しました。初回となったこの日は、長崎知
事と峡南5町の首長が出席し「観光」「公共交通網の整備」「富士川水系の河川環境
保全」「山村留学の受け入れ」などをテーマに意見を交わしました。
　長崎知事は「中部横断自動車道の全線開通からもうすぐ1年がたつ。企業立地や人
の往来・交流の活発化など、沿線地域には強い追い風が吹いている。この会議を土台
にして峡南地域の飛躍を成し遂げたい」と述べました。また、出席者からは「峡南5町が
連携して交通網を整備し、地域の足の確保や広域的な周遊につなげていくことが必
要」「山村留学などを活用して、移住者や関係人口の増加につなげたい」などの意見が
出されました。今後も課題ごとに議論を深め、解決策などを検討していく予定です。

NEWS 峡南地域の発展につなげる「峡南地域ネクスト共創会議」を開催

会議に出席した峡南5町の首長と長崎知事

　県は8月に大成建設株式会社（東京都新宿区）と建設部材工場の脱炭素化など
に係る基本合意書を締結しました。県が民間企業と技術開発を進める「やまなしモデ
ルP2Gシステム」を建設部材工場に導入し、そこで製造したグリーン水素を燃やして
得た熱を利用することで、工場の脱炭素化を図るものです。来年秋ごろまでに実証運
転を始める予定で、本県のP2Gシステムが県外で導入されるのは初となります。また、
工場で製造した水素を地域内の工場などで熱エネルギーとして活用する仕組みも併
せて検討します。
　合意書締結式で長崎知事は「今後も水素エネルギー分野の先頭に立ち、脱炭素
化の実現に向けてやまなしモデルP2Gシステムのさまざまな可能性を追求していきま
す」と述べました。
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大成建設株式会社と基本合意書を締結

県庁で行われた合意書締結式

　国内最大級のファッションイベント「東京ガールズコレクション
（TGC）」がプロデュースする「TGC FES YAMANASHI 2022」を、富
士河口湖町で10月22日に開催します。このイベントは、県内外の若い
女性に本県の魅力を発信しようと、県がTGCの「地方創生プロジェクト」
を活用して開催するもので、地方の自然を生かした野外フェスティバル
形式での開催は、同プロジェクト史上初の試みです。
　宝箱を意味する「Treasure Box」をテーマに、人気モデルなどが本県
の地場産業である織物やジュエリーを着用し登場するファッションショー
や、県産酒や県産食材を活用した料理、キャンプ体験等を楽しむアウトド
アフェスなどが予定されています。
　県は、これをきっかけに本県の伝統産業や食、自然などの魅力を感じ山梨を訪れる若い女性が増えるよう準備を進めていきます。

NEWS 「TGC FES YAMANASHI 2022」開催決定

開催発表会見でイベントのイメージ画像を発表する
長崎知事とTGCの運営会社「W TOKYO」の村上範義社長

　本県とアイオワ州は昭和35（1960）年の姉妹都市締結以来、農業
をはじめスポーツ、教育など幅広い分野で交流を深めています。8月、県
は同州に高校生を含む訪問団を派遣し、姉妹県州締結60周年を記念
した覚書をキム・レイノルズ州知事と締結しました。これにより、農業分野
で共同研究や人材交流を進めるとともに、ICT（情報通信技術）を活用
した青少年同士の交流の機会を増やし、今後も協力関係を深めていく
こととしました。さらに、アイオワ州立大学動物科学科のジェイソン・ロス
学科長や獣医・畜産分野の教授らと意見交換し、県のブランド豚「甲州
富士桜ポーク」の種の保存を可能とする受精卵凍結技術の確立や獣
医師の交流などを共に進めていくことで一致しました。
　カリフォルニア州では、現地の富裕層向け旅行会社などを招き「やまなし魅力説明会」を開催しました。参加者に県産酒と和
食のペアリングを楽しんでもらいながら、本県が誇る観光資源や文化資源、さらには先進的な取り組みである「やまなしグリーン・
ゾーン プレミアム」やP2Gシステムなどを紹介しました。また、アメリカから輸入解禁要請を受けているモモと輸入が解禁されたス
モモについて、JA職員と共に、同州のカレン・ロス食品農業省長官や生産者団体の代表者らとの意見交換、生産・流通・販売
状況などの調査を行いました。9月にも現地調査を行い、必要な産地強化対策を実施していくこととしています。

NEWS アメリカ合衆国アイオワ州・カリフォルニア州を訪問

覚書締結後に議事堂でキム・レイノルズ州知事らと記念撮影
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